
　桂
次
雄
議
員
　　
合
併
３
町

の
対
等
合
併
を
基
本
に
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
、
総
合
支
所
方
式
で
の
合

併
協
定
が
本
庁
方
式
に
移
行

さ
れ
よ
う
と
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
旧
大
隅
・
財
部
町
の

市
民
に
ど
う
説
明
さ
れ
る
の

か
。

　池
田
市
長
　　
総
合
支
所
方

式
は
で
き
る
だ
け
維
持
し
、

職
員
の
減
少
を
み
な
が
ら
、

徐
々
に
本
庁
へ
集
約
を
考
え

て
い
る
。
市
民
に
は
、
市
政

説
明
会
等
で
話
し
理
解
を
頂

き
た
い
。

　問
　　
合
併
前
に
対
し
、
税

の
収
納
率
及
び
各
種
の
健
康

検
査
の
受
診
率
な
ど
が
低
下

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
合
併
前
に
対
し
税

の
収
納
率
は
、
市
税
で
０
・

３
ポ
イ
ン
ト
、
保
険
税
で

１
・
　
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
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い
る
。

健
康
検
査
の
受
診
率
が
、
財

部
町
で
全
て
下
回
っ
て
い
る

が
、
一
部
負
担
金
の
増
額
の

影
響
と
思
わ
れ
る
。

　問
　　
市
内
中
学
校
勤
務
の

女
性
教
諭
の
自
殺
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
か
。

　植
村
教
育
長
　　
教
員
が
自

ら
命
を
絶
つ
と
い
う
事
態
に

至
っ
た
こ
と
に
対
し
痛
恨
の

極
み
で
あ
り
、
再
発
防
止
に

全
力
を
傾
け
て
参
り
た
い
。

　問
　　
小
規

模
校
故
に
免

許
外
教
科
を

担
当
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
現
状
は
、

生
徒
に
と
っ

て
は
不
幸
な

こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

市
内
小
規
模

中
学
校
の
統

合
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　市
長
　　
市

内
に
は
３
つ

の
小
規
模
校
が
あ
り
、
免
許

外
教
員
の
配
置
は
や
む
を
得

な
い
。
統
合
は
理
想
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
地
域
・

保
護
者
・
教
育
委
員
会
等
で

協
議
し
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　問
　　
来
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
る
「
品
目
的
横
断
経
営
対

策
」
に
つ
い
て
、
本
市
で
の

取
り
組
み
は
。

　市
長
　　
昨
年
、
曽
於
普
及

セ
ン
タ
ー
に
「
担
い
手
及
び

集
落
営
農
組
織
支
援
」
等
を

目
的
に
「
曽
於
地
域
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
等
と
一
体

と
な
り
対
象
者
と
な
る
農
家

の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
作
業
を
進

め
て
参
り
た
い
。

　問
　　
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
の
取
り
組
み
は

永
年
土
地
改
良
区
団
体
な
ど

の
組
織
が
要
請
活
動
を
展
開

し
て
き
た
農
業
用
の
用
水

路
・
排
水
路
・
 井
  堰
 等
の
維

い
ぜ
 き

持
管
理
を
、
水
田
の
持
つ
多

目
的
機
能
と
農
村
環
境
を
守

る
た
め
、
平
成
　
年
度
か
ら

１８

公
的
支
援
を
、
全
国
６
０
０

の
地
域
で
取
り
組
む
事
業
で

あ
る
。
近
年
農
家
の
高
齢
化

や
農
業
離
れ
が
進
み
、
農
地

の
遊
休
地
・
荒
廃
地
等
が
増

え
、
ま
た
、
農
道
・
水
路
等

の
施
設
の
維
持
管
理
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
活
動

支
援
は
農
業
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
・
自
治
会
・
関
係

団
体
が
一
体
と
な
り
保
全
活

動
を
行
な
い
、
農
村
の
自
然

や
景
観
を
守
る
地
域
共
同
活

動
に
対
し
助
成
金
が
交
付
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
本
市
の
取
り
組
み

は
。

　市
長
　　
農
村
環
境
の
維
持

発
展
を
図
る

地
域
共
同
の

取
り
組
み
に
、

水
田
・
畑
の

面
積
に
応
じ

て
国
が
支
援

す
る
事
業
で
、

本
市
に
お
い

て
は
末
吉
７

地
区
、
大
隅

５
地
区
、
財

部
３
地
区
の

計
　
地
区
を
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計
画
し
て
い

る
。

組
織
機
構
の

再
編
及
び
定
員
管
理
は

市
長
／
市
民
の
理
解
を
得
る

桂　次雄 議員

健康を保つために健康検査の受診を

大隅町笠木原ほ場

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市 政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政をををををををををををををををををををををを問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問うううううううううううううううううううううう

曽於市議会だより　６

教

育

行

政

農

業

振

興



市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市　政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政ををををををををををををををををををををを問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問ううううううううううううううううううううう
　徳
峰
一
成
議
員
　　
今
、
公

務
員
の
飲
酒
運
転
な
ど
世
論

の
目
は
厳
し
い
。
昨
年
７
月

の
合
併
後
の
曽
於
市
の
懲
戒

処
分
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　池
田
市
長
　　
こ
の
間
、
戒

告
１
名
、
減
給
５
名
、
文
書

訓
告
　
名
、
口
頭
訓
告
８
名

１０

で
あ
っ
た
。

　問
　　
率
直
な
印
象
と
し
て

多
い
。
処
分
は
市
の
審
査
委

員
会
で
懲
戒
規
則
に
基
づ
き

行
な
わ
れ
る
が
、
実
情
に
そ

ぐ
わ
な
い
規
則
の
内
容
が
み

ら
れ
る
。
例
え
ば
処
分
を
受

け
る
職
員
の
弁
明
の
機
会
が

与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　市
長
　　
処
分
は
、
本
人
の

反
省
文
を
基
に
な
さ
れ
る
。

ま
た
、
処
分
に
不
服
で
あ
れ

ば
不
服
審
査
請
求
も
で
き
る
。

　問
　　
処
分
審
査
の
過
程
で
、

職
員
に
弁
明
の
機
会
を
与
え

る
の
は
必
要
で
は
な
い
か
。

一
方
、
飲
酒
運
転
は
軽
い
も

の
で
文
書
訓
告
で
こ
ち
ら
の

処
分
規
則
は
大
変
あ
ま
い
。

見
直
し
が
必

要
。

　市
長
　　
こ

の
　
月
中
に
、

１２
見
直
し
を
し

た
い
。

　問
　　
次
に
、

市
長
や
職
員

の
業
者
と
の

節
度
あ
る
付

き
合
い
に
つ

い
て
聞
き
た

い
。

　市
長
　　
歳

暮
・
中
元
等

の
受
け
取
り
、
会
食
な
ど
は

一
切
し
な
い
よ
う
職
員
に
は

常
に
指
示
し
て
あ
る
。
一
方
、

そ
の
こ
と
は
業
者
に
も
お
願

い
し
て
あ
る
。
私
自
身
、
そ

の
こ
と
は
い
つ
も
肝
に
命
じ

て
努
力
し
て
い
る
。
入
札
に

つ
い
て
も
（
官
製
談
合
は
）

一
切
な
い
。

　問
　　
こ
れ
ら
物
品
の
受
け

取
り
や
会
食
な
ど
は
、
法
的

に
は
処
分
規
則
に
な
じ
ま
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
た

め
市
は
、
市
民
の
感
情
や
世

論
を
モ
ノ
サ
シ
に
し
て
、
独

自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
指
針
を

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
今
後
、
検
討
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

　問
　　
物
品
購
入
や
業
者
委

託
な
ど
随
意
契
約
に
多
く
見

受
け
る
簡
易
な
内
容
や
金
額

の
発
注
は
、
地
元
で
対
応
で

き
る
も
の
は
全
て
地
元
業
者

（
本
社
が
市
外
に
あ
る
の
は

含
ま
な
い
）
を
優
先
す
る
こ

と
を
認
識
し
て
頂
き
た
い
。

　市
長
　　
旧

３
ヶ
町
ご
と

の
地
元
業
者

を
優
先
し
た

い
。
そ
れ
が

で
き
な
い
場

合
は
、
曽
於

市
全
体
の
地

元
業
者
を
優

先
し
た
い
。

曽
於
市
で
発

注
で
き
な
い

場
合
は
、
市

外
か
ら
発
注

し
た
い
。

　問
　　
と
こ

ろ
が
、
合
併
後
地
元
業
者
優

先
が
一
部
く
ず
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
市
は
、

①
地
元
で
対
応
で
き
る
も
の

は
、
全
て
の
地
元
業
者
に

見
積
書
を
送
る
。

②
見
積
書
類
等
の
開
示
は
、

課
長
な
ど
複
数
で
行
な
う
。

③
そ
の
結
果
は
、
全
て
の
参

加
業
者
に
落
札
額
を
含
め

文
書
で
報
告
す
る
。

　
以
上
３
点
を
厳
格
に
実
行

し
て
頂
き
た
い
。
合
わ
せ
て
、

こ
れ
か
ら
は
市
民
の
納
得
と

理
解
が
前
提
で
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
入
札
・
契
約
の
公
正

と
透
明
性
に
は
常
に
努
力
し

て
頂
き
た
い
。

　市
長
　　
そ
の
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◎
多
く
の
退
職
者
に
伴
う

財
源
対
策
に
つ
い
て

◎
各
種
基
金
の
見
直
し
と

再
編
に
つ
い
て

市民が共感できる市長・
職員の職務の一歩を

市長／公正と透明性に努力したい

徳峰　一成　議員

飲酒運転撲滅宣言書を市長に提出

大隅町商店街

物
品
購
入
や
業
者
委

託
な
ど
地
元
業
者
優

先
の
発
注
を
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前
回
発
行
７
ペ
ー
ジ
４
段

目
で
「
市
の
減
免
制
度
は
、

来
年
３
月
ま
で
に
行
な
い
た

い
。」
を
「
～
来
年
３
月
ま

で
に
検
討
し
～
」
に
訂
正
し
、

お
詫
び
致
し
ま
す
。　



　山
田
義
盛
議
員
　　
職
員
の

適
材
適
所
の
配
置
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
で
配
置
し

て
い
る
の
か
。

　池
田
市
長
　　
職
員
の
配
置

は
、
年
数
の
長
さ
や
各
部
署

の
経
験
を
持
た
せ
る
こ
と
を

考
慮
し
、
不
適
応
の
場
合
は
、

異
動
等
に
よ
り
対
応
し
て
い

る
。

　問
　　
職
員
の
能
力
・
や
る

気
そ
し
て
市
職
員
と
し
て
の
、

意
識
等
を
調
査
・
把
握
し
た

適
材
適
所
の
人
事
を
行
な
い
、

決
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
る
人
事
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

　市
長
　　
今
後
、
そ
の
よ
う

な
把
握
を
し
な
が
ら
適
材
適

所
の
人
事
を
行
な
う
。

　問
　　
具
体
的
に
職
員
の
意

識
改
革
を
図
り
、
適
材
適
所

の
人
事
を
行
な
う
に
は
「
曽

於
市
職
員
勤
務
評
定
実
施
規

程
」
が
あ
る
。
責
任
あ
る
人

事
を
す
る
と
す
れ
ば
、
勤
務

評
定
も
考
慮
す
べ
き
と
思
う

が
。

　市
長
　　
市
と
な
り
業
務
量

も
増
え
、
全
て
掌
握
で
き
な

い
面
も
あ
る
。
助
役
・
部
長

の
意
見
を
聞
い
て
行
な
っ
て

い
る
。

　問
　　
課
の
所
管
事
務
の
業

務
内
容
及
び
事
務
事
業
量
を

的
確
に
把
握
し
た
職
員
配
置

が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　市
長
　　
事
務
処
理
能
力
は

個
人
差
が
あ
り
、
そ
の
中
で

職
員
は
精
一
杯
頑
張
っ
て
い

る
。
各
課
長
の
指
揮
の
中
、

業
務
分
配
が
行
な
わ
れ
て
お

り
、
業
務
量
の
掌
握
を
し
な

が
ら
課
長
判
断
の
も
と
配
置

し
て
い
る
。

　問
　　
本
所
と
支
所
・
課
と

課
の
関
係
で
忙
し
い
所
と
そ

う
で
な
い
所
が
あ
る
。
的
確

に
把
握
し
て
い
る
か
。

　市
長
　　
忙
し
い
時
は
、
本

所
・
支
所
の
３
課
間
の
連
携

に
よ
る
応
援
体
制
を
と
り
、

一
つ
の
課
に
無
理
が
生
じ
な

い
よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。

　問
　　
現
状
の
各
部
・
各
課

の
仕
事
量
を
的
確
に
把
握
し

な
い
と
人
員
の
配
置
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。
業
務

量
を
把
握
し
、
人
員
の
配
置

を
す
れ
ば
、

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
す

る
。

・
時
間
外
労
働
が
減
り
税
金

の
無
駄
遣
い
が
な
く
な
る
。

・
肝
心
な
こ
と
は
職
員
の
健

康
管
理
面
か
ら
も
好
ま
し

い
。

と
思
う
が
。

　市
長
　　
仕
事
量
を
把
握
し
、

時
間
外
で
や
り
き
れ
な
い
と

き
は
、
各
課
に
お
け
る
横
の

応
援
体
制
の
指
示
を
出
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
臨
時
職
員

も
考
え
る
。

　問
　　
本
市
教
育
委
員
会
は
、

「
い
じ
め
」の
対
策
を
ど
の
よ

う
に
立
て
て
い
る
の
か
。

　植
村
教
育
長
　　「
い
じ
め
」

は
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る

も
の
と
し
て
、
そ
の
未
然
防

止
や
事
後
の
対
応
が
徹
底
し

て
図
ら
れ
る
よ
う
曽
於
教
育

事
務
所
・
学
校
及
び
家
庭
・

地
域
・
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
職
員
の
現
状
の

配
置
は
適
格
か
！

市
長
／
助
役
・
部
長
等
の
意
見
を
聞
い
て
適
格
に
行
っ
て
い
る

山田　義盛 議員

市役所１階庁舎内風景（経済課付近）

公園で元気よく遊ぶ小学生

曽於市議会だより　８

学
校
現
場
等
の
「
い
じ

め
」
対
策
は
万
全
か
！



　久
長
登
良
男
議
員
　　
空
き

缶
・
空
き
瓶
や
ゴ
ミ
等
の
ポ

イ
捨
て
を
禁
止
す
る
市
独
自

の
環
境
条
例
を
作
っ
た
ら
ど

う
か
。

　池
田
市
長
　　
市
民
の
良
好

な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

市
・
市
民
・
事
業
者
の
責
務

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を

定
め
、
市
民
の
住
み
よ
い
環

境
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的

に
曽
於
市
環
境
基
本
条
例
の

制
定
を
考
え
て
い
る
。
２
月

に
曽
於
市
環
境
対
策
審
議
会

に
諮
問
し
、
答
申
を
頂
け
れ

ば
議
会
に
上
程
す
る
予
定
で

あ
る
。

　問
　　
美
化
清
掃
作
業
と
合

わ
せ
て
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
の
退
治
策
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　市
長
　　
道
路
清
掃
業
務
を

自
治
会
や
業
者
・
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
直
営

で
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、

道
路
清
掃
業
務
を
自
治
会
や

業
者
に
お
願
い
す
る
と
き
、

作
業
範
囲
の
周
辺
に
セ
イ
タ

カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
見
か
け

ら
れ
る
場
所
に
お
い
て
は
、

そ
こ
ま
で
伐
採
し
て
頂
く
よ

う
協
力
を
求
め
て
参
り
た
い
。

ま
た
、
国
県
道
・
河
川
に
つ

い
て
は
、
国
県
へ
お
願
い
し

て
い
く
。
個
人
所
有
の
遊
休

農
地
や
荒
れ
地
に
つ
い
て
も
、

農
林
業
技
術
員
連
絡
協
議
会

を
中
心
に
自
治
会
・
土
地
所

有
者
へ
伐
採
の
実
施
を
啓
発

し
て
い
く
。

　問
　　
旧
町
で
は
、
伝
統
的

な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
各
々

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

こ
れ
ら
の
行
事
に
つ
い
て
市

と
し
て
の
対
応
の
あ
り
方
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　市
長
　　
伝
統
的
な
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
行

政
が
開
催
す
る
も
の
、
ま
た

そ
の
他
団
体
や
実
行
委
員
会

で
開
催
さ
れ
る
も
の
に
区
分

さ
れ
て
い
る
。
市
で
開
催
す

る
行
事
の
成
人
式
・
戦
没
者

追
悼
式
に
お
い
て
は
、
一
本

化
し
旧
町
を
持
ち
回
り
開
催

と
決
定
さ
れ
、
今
そ
の
よ
う

に
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他

団
体
や
実
行
委
員
会
で
開
催

さ
れ
る「
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」

「
 流
鏑
馬
 」
に
つ
い
て
は
、
今

や
ぶ
さ
め

後
も
引
き
続
き
神
社
・
実
行

委
員
会
等
で
取
り
組
む
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

市
民
祭
に
つ
い
て
は
、
旧
３

町
で
取
り
組
ん
で
い
た
祭
り

を
一
本
化
し
　
月
　
・
　
日

１１

１１

１２

開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

旧
町
に
任
せ
る
も
の
、
市
で

取
り
組
む
も
の
に
つ
い
て
は

一
つ
一
つ
の
行
事
を
見
な
が

ら
判
断
し
た
い
。
合
併
で
行

事
の
日
程
が
重
な
る
も
の
も

あ
り
、
伝
統
的
な
行
事
に
つ

い
て
は
日
程
変
更
が
難
し
い

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
関
係

団
体
と
慎
重
に
協
議
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

 

　問
　　
 団
  塊
 の
世
代
な
ど
、

だ
ん
 か
い

退
職
を
迎
え
る
人
達
に
農
業

に
取
り
組
め
る
た
め
の
受
け

皿
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　市
長
　　
平
成
　
年
度
か
ら
、

１９

戦
後
生
ま
れ
の
人
達
の
退
職

が
始
ま
る
。
す
で
に
県
内
自

治
体
で
も
、
第
二
の
人
生
に

生
き
が
い
を
テ
ー
マ
に
就
農

準
備
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
希
望
が
あ
れ
ば

先
進
地
事
例
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。

環境美化条例を
　　　　作るべきでは!

繁殖力の強いセイタカアワダチソウ

市長／曽於市環境基本条例の制定を考えている
久長登良男　議員

末吉町住吉神社の流鏑馬

伝
統
的
な
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
の

あ
り
方
に
つ
い
て

農

業

行

政

９　曽於市議会だより



　土
屋
健
一
議
員
　　
合
併
前

に
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
市
民

に
交
付
税
や
合
併
特
例
債
に

誤
解
が
あ
る
の
で
質
し
た
い
。

ま
た
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

未
来
ま
ち
づ
く
り
　
人
会
の

２４

尽
力
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た

「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」は

３
町
の
基
本
的
約
束
事
項
で

あ
る
の
で
確
認
し
た
い
。

　
地
方
交
付
税
の
合
併
前
の

予
測
と
実
績
、
将
来
の
見
込

み
は
ど
う
か
。

　池
田
市
長
　　
　
年
度
は
普

１７

通
交
付
税
　
億
７
０
１
３
万

７５

円
、
特
別
交
付
税
８
億
４
３

１
４
万
円
で
７
３
０
７
万
円

の
増
。　
年
度
の
見
込
み
は

１８

普
通
交
付
税
　
億
４
３
５
３

７９

万
円
、
特
別
交
付
税
４
億
５

千
万
円
で
４
億
８
３
３
１
万

円
の
増
。　
年
度
か
ら
　
年

１９

２８

度
ま
で
毎
年
２
％
ず
つ
の
減

を
見
込
ん
で
い
る
。

　問
　　
新
型
交
付
税
の
概
要

と
市
町
村
間
の
格
差
是
正
措

置
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
ど

う
か
。

　市
長
　　
交
付
税
の
算
定
方

法
が
簡
素
化
さ
れ
る
。
面
積

要
件
が
含
ま
れ
土
地
利
用
形

体
に
よ
る
。
県
の
試
算
で
は
、

減
額
が
予
想
さ
れ
る
。
格
差

是
正
の
具
体
性
は
、
未
だ
つ

か
め
な
い
。

　問
　　
合
併
特
例
債
の
活
用

は
限
定
さ
れ
る
と
思
う
が
、

条
件
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　市
長
　　
ま
ち
づ
く
り
計
画

・
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く

事
業
が
条
件
で
、
公
共
的
施

設
の
整
備
に
活
用
で
き
る
。

基
金
の
積
み
立
て
も
で
き
る

が
、
利
息
の
運
用
の
み
で
効

果
は
期
待
で
き
な
い
。 

　問
　　
本
計
画
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
、
認
識
さ
れ
て

い
る
か
。

　市
長
　　
合
併
に
向
け
た
協

議
の
中
で
、
新
市
の
将
来

像
・
基
本
方
向
を
示
し
た
も

の
で
そ
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
る
。
総
合
振
興
計
画
に

盛
り
込
み
財
政
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
取
り
組
む
。

　問
　　
計
画
に
示
さ
れ
て
い

る
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
　
事
業
）の
進
捗
状
況
は
ど

３１う
か
。

　答
　　
各
部
長
よ
り
事
業
毎

に
状
況
報
告
（
一
覧
表
に
て

右
表
示
）

　問
　　
未
着
手
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
費
用
を
必

要
と
し
な
い
事
業
も
あ
る
。

市
民
と
協
働
で
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

　市
長
　　
早
々
に
検
討
し
た

い
。

新
市
ま
ち
づ
く
り計

画
を
見
て

市
長
／
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る

土屋　健一　議員

合
併
特
例
債
に
つ
い
て

曽於市議会だより　⑩

新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
つ
い
て

新市まちづくり計画
○公営住宅等整備（県）
○住宅用地分譲の推進
○定住促進に係る住宅用地及び建設・購入への支援
○学校給食・施設の充実
○福祉体制の強化
○ボランティア活動等の促進
○子育て支援対策の強化
○畑地かんがい事業による茶やスイカ，ゆずなどの一
大産地の形成  
○農業経営の効率比・高度化を図るための生産団地化
○新規就農者の確保   
○耕種農家と畜産農家の連携による循環型農業基盤の
確立と環境保全型農業による高品質農畜産物の安定
供給    
○家畜の排せつ物対策の全体的な強化  
○農畜産物の品質の保持   
○履歴表示などによる安全管理・品質管理の強化 
○誘致企業の地元雇用の促進  
○農畜産物の加工事業所の誘致・育成  
○企業誘致の推進
○男女共同参画プランの策定
○男女共同参画社会の形成

進展の事業

○国道、主要道路への計画的な植栽
○主要施設への庭園整備   
○合併記念公園の整備
○「花のまち運動」の展開
○まち並み花壇コンテストの開催
○「道の里親制度」の導入
○森林資源を生かしたバイオマスエネルギーの開発や
利用の促進
○統合中学校跡地の活用
○主要施設の漸次的なバリアフリー化の推進
○農林業情報ネットワークシステムの整備
○道の駅や直販所を核とし、さらに学校給食への供給
を図る地産地消の推進
○子育て、高齢者見守り、防犯・防災等多機能型コミュ
ニティ組織づくり

未着手・検討中の事業

新市まちづくり計画



　迫
杉
雄
議
員
　　
少
子
高
齢

化
が
進
む
地
域
の
活
性
化
を
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
今
後
対

応
す
る
か
。

　池
田
市
長
　　
国
に
お
い
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
支
援

を
講
じ
て
い
る
が
、
そ
の
歯

止
め
は
一
向
に
止
ま
ら
な
い

状
況
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
自
主
的
に
活
発
な

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
組

織
・
地
域
も
多
く
あ
る
。
伝

統
行
事
あ
る
い
は
祭
り
等
を

絶
や
さ
な
い
た
め
に
は
、
地

域
で
知
恵
を
出
し
て
頂
き
、

そ
の
存
在
努
力
を
し
て
頂
く

こ
と
が
一
番
の
方
策
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　問
　　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

自
治
会
統
合
合
併
に
今
後
、

啓
蒙
啓
発
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　市
長
　　
自
治
会
統
合
補
助

金
制
度
を
設
け
、
自
治
会
長

及
び
校
区
公
民
館
長
を
対
象

と
し
て
開
催
す
る
市
政
説
明

会
・
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
啓
発
を
図
り
た
い
。

今
年
度
は
、
末
吉
の
和
田
自

治
会
が
統
合
し
、
来
年
は
財

部
の
七
村
地
区
の
統
合
が
進

ん
で
い
る
。
今
後
、
自
治
会

の
実
情
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り

た
い
。

　問
　　
職
員
の
地
域
や
自
治

会
等
で
の
活
動
や
役
割
が
地

域
に
ど
う
貢
献
・
寄
与
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

　市
長
　　
地
区
の
消
防
団
員

と
し
て
、
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
各

種
役
員
・
鬼
神
太
鼓
・
弥
五

郎
太
鼓
・
青
年
団
等
で
多
く

の
職
員
が
携
わ
り
、
ま
た
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と

し
て
青
少
年
育
成
に
貢
献
し

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
各
職
員

が
地
域
に
と
け
込
ん
で
、
さ

ら
に
活
躍
し
て
く
れ
る
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
。

　問
　　
地
域
並
び
に
自
治
会

等
に
指
導
・
助
言
を
行
な
う

職
員
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し
て

活
性
化
に
対
応
す
る
考
え
は
。

　市
長
　　
合
併
し
て
１
年
半

が
過
ぎ
、
現
在
職
員
は
職
務

を
遂
行
す
る
こ
と
で
手
一
杯

で
あ
り
、
現
時
点
で
の
自
治

会
等
へ
の
職
員
配
置
は
今
し

ば
ら
く
事
務
に
慣
れ
、
地
域

の
状
況
も
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
再
検
討
し
た

い
と
思
う
。

　問
　　
教
育
振
興
宣
言
の
町

に
つ
い
て
、
今
後
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

　市
長
　　
前
回
の
９
月
議
会

で
も
質
問
が
あ
り
、
検
討
中

で
あ
る
と
お
答
え
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
教
育
・
環
境
・

農
政
な
ど
を
柱
に
し
、
３
月

議
会
あ
た
り
に
提
案
で
き
な

い
も
の
か
と
考
え
て
い
る
。

　問
　　
不
登
校
対
策
に
本
市

も
ス
ク
ー
リ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
設
置
し
、
児
童
・
生

徒
の
個
人
を
大
切
に
す
べ
き

で
あ
る
が
。

　植
村
教
育
長
　　
不
登
校
が

継
続
し
て
い
た
り
、
新
た
に

不
登
校
に
な
る
子
ど
も
が
出

て
き
た
り
問
題
は
依
然
と

残
っ
て
い

る
。
こ
う

し
た
状
況

に
対
応
す

る
た
め
に
、

ス
ク
ー
リ

ン
グ
サ
ポ

ー
ト
事
業

の
設
置
も

検
討
し
て

い
く
状
況

に
あ
る
と

思
う
。

　問
　　
地

域
の
教
育

力
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、

対
応
並
び
に
郷
土
愛
を
育
む

た
め
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
。

　教
育
長
　　
郷
土
に
関
す
る

教
育
活
動
の
導
入
に
つ
い
て
、

教
育
は
歴
史
や
人
類
が
築
い

て
き
た
様
々
な
文
化
や
文
明

に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
た
り
、

最
新
情
報
を
与
え
て
将
来
の

夢
を
描
か
せ
た
り
、
ま
た
非

常
に
幅
広
い
地
域
の
発
展
に

尽
く
し
た
前
人
の
働
き
、
地

域
の
文
化
財
や
年
中
行
事
な

ど
に
つ
い
て
学
ば
せ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

市長／地域で知恵を出し努力して頂きたい

地域のまとまりが
まちづくりのパワー

迫　杉雄　議員

４月に４自治会が統合する七村地区

⑪　曽於市議会だより

末吉町諏訪の少年野球チーム「諏訪コンドル」

本
市
に
お
け
る

教
育
振
興



　海
野
隆
平
議
員
　　
旧
３
町

に
対
す
る
救
急
の
出
動
状
況

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　池
田
市
長
　　
平
成
　
年
度

１６

大
隅
町
５
７
９
件
、
財
部
町

３
６
８
件
、
末
吉
町
５
５
２

件
、
平
成
　
年
度
大
隅
町
６

１７

７
２
件
、
財
部
町
３
３
９
件
、

末
吉
町
６
１
５
件
で
あ
っ
た
。

　問
　　
市
長
は
現
在
の
救
急

体
制
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。

　市
長
　　
大
隅
曽
於
地
区
消

防
組
合
内
の
、
救
急
体
制
並

び
に
人
的
体
制
と
し
て
北
部

消
防
署
・
南
部
消
防
署
・
輝

北
分
署
・
財
部
分
署
に
拠
点

を
お
い
て
あ
り
、
救
急
車
両

と
し
て
北
部
署
に
救
急
車
２

台
・
救
助
工
作
車
１
台
、
南

部
署
に
救
急
車
２
台
・
救
助

工
作
車
１
台
、
輝
北
分
署
と

財
部
分
署
に
救
急
車
各
１
台

の
合
計
で
、
救
急
車
６
台
、

内
５
台
が
高
度
救
命
処
置
用

機
材
を
積
載
し
た
高
規
格
救

急
車
で
、
管
内
全
域
で
高
規

格
救
急
車
で
カ
バ
ー
す
る
体

制
は
一
応
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　問
　　
消
防
組
合
で
は
、
末

吉
町
へ
の
救
急
車
の
配
備
に

つ
い
て
は
論
議
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　市
長
　　
旧
曽
於
郡
８
ヶ
町

で
の
構
成
時
か
ら
、
消
防
署

の
な
い
町
は
末
吉
町
・
松
山

町
・
志
布
志
町
・
大
崎
町
が

存
在
し
て
い
る
。
救
急
車
の

配
備
に
つ
い
て
は
、
論
議
が

な
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
が
効

率
的
な
運
用
、
特
に
経
費
面

と
い
う
観
点
か
ら
現
状
に

至
っ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
末
吉
町
へ
配
備
す
る
と
い

う
議
論
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　問
　　
総
合
振
興
計
画
に
よ

る
と
、
平
成
　
年
度
に
末
吉

２１

町
中
央
分
団
詰
所
の
修
繕
・

移
転
も
含
め
た
計
画
も
あ
る

が
、
併
せ
て
救
急
体
制
の
確

保
と
救
急
車
の
導
入
は
で
き

な
い
か
。

　市
長
　　
昭
和
　
年
４
月
曽

５２

於
郡
８
ヶ
町
で
、
消
防
事
務

を
共
同
す
る
一
部
事
務
組
合

と
し
て
発
足
し
、
１
本
部
２

署
２
分
署
の
常
備
消
防
体
制

で
救
急
業
務
を
実
施
し
定
着

し
て
き
て
い
る
。
そ
の
他
の

場
所
へ
の
救
急
車
の
配
備
は
、

検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

　問
　　
租
税
教
育
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

　植
村
教
育
長
　　
租
税
教
育

に
つ
い
て
は
、
納
税
は
国
民

の
義
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

租
税
の
意
義
や
役
割
、
国
民

の
納
税
の
義
務
な
ど
に
つ
い

て
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階

に
応
じ
て
適
切
に
な
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
曽
於

市
内
の
小
中
学
校
の
租
税
教

育
の
実
態
に
つ
い
て
、
小
学

校
に
お
い
て
は
６
年
生
の
社

会
科
「
政
治
と
国
民
生
活
の

中
で
」
中
学
校
で
は
３
年
生

の
社
会
科
公
民
「
国
民
生
活

と
経
済
」
の
中
で
指
導
し
て

い
る
。
租

税
教
室
と

し
て
は
、

小
学
校
が

６
校
、
中

学
校
が
１

校
で
追
加

予
定
の
小

学
校
が
３

校
、
複
式

学
級
な
ど

の
た
め
隔

年
に
実
施

し
て
い
る

小
学
校
が

４
校
あ
る
。

　問
　　
平

成
　
年
度

１８

も
税
を
知
る
週
間
で
は
各
種

事
業
者
で
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
曽
於
市
内
の
小
中
学
校

に
お
い
て
は
税
に
対
す
る
特

別
な
計
画
は
あ
っ
た
の
か
。

　教
育
長
　　
租
税
の
意
義
や

役
割
・
納
税
の
義
務
に
つ
い

て
は
、
社
会
科
学
習
の
一
環

と
し
て
　
月
か
ら
１
月
に
か

１２

け
て
、
社
会
科
の
授
業
の
中

で
取
り
扱
っ
て
お
り
、
税
を

知
る
週
間
で
の
計
画
は
な

か
っ
た
。

救
急
体
制
の
確
保
と

救
急
車
の
末
吉
へ
の
配
備
は

市
長
／
議
論
は
し
て
い
な
い

海野　隆平　議員

租
税
教
育
に
つ
い
て

末吉町にも救急車の配備を

財部小学校で行なわれた租税教室
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　五
位
塚
剛
議
員
　　
　
年
度

１８

の
簡
易
牛
舎
建
設
補
助
の
申

し
込
み
と
実
績
は
何
件
か
。

　市
長
　　
　
年
度
の
申
し
込

１８

み
件
数
は
　
件
で
、
実
績
予

２３

定
件
数
は
　
件
と
な
っ
て
い

１６

る
。

　問
　　
申
請
者
の
中
に
は
、

補
助
対
象
者
に
な
っ
て
い
る

農
家
に
は
補
正
を
含
め
て
対

応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
予
算
が
　
件
し
か

１６

な
い
の
で
、
で
き
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　問
　　
申
請
用
紙
に
は
、
工

事
は
年
度
内
に
完
成
で
き
れ

ば
良
い
と
な
っ
て
い
る
。
平

等
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
予
算
に
限
り
が
あ

る
の
で
、
申
請
者
で
　
年
度

１８

実
行
で
き
な
か
っ
た
場
合
は

繰
り
上
げ
し
た
い
。

　問
　　
寝
た
き
り
及
び
認
知

症
老
人
が
、
施
設
入
所
申
し

込
み
を
し
て
も
待
機
者
が
多

く
入
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
入
所
で
き
て
も
３
ヶ

月
を
目
途
に
退
所
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
市
民
及
び
家
族

が
大
変
困
っ
て
い
る
。
行
政

と
し
て
、
対
応
策
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
待
機
者
が
い
る
と

い
う
こ
と
は
聞
い
て
い
る
が
、

各
地
域
の
身
近
な
施
設
入
所

に
つ
い
て
、
要
望
に
添
え
な

い
部
分
も
あ
る
。

　問
　　
事
実
、
曽
於
市
内
の

施
設
で
も
　
名
か
ら
　
名
の

２０

３０

待
機
状
況
に
あ
る
。
市
と
し

て
、
専
門
相
談
員
を
配
置
す

る
な
ど
し
て
市
民
の
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
最
大
限
の

努
力
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
施
設
の
増
設
な
ど

の
要
望
が
あ
り
、
意
見
書
も

だ
し
た
。
今
後
は
、
い
く
ら

か
解
消
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ま
た
、
相
談
に

は
十
分
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　問
　　
農
家
は
タ
バ
コ
・
カ

ン
シ
ョ
な
ど
、
ビ
ニ
ー
ル
マ

ル
チ
作
業
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
回
収
が
年
５
回
な
の
で
、

毎
月
で
き
る
よ
う
に
体
制
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
毎
月
回
収
す
る
た

め
に
は
、
一
定
以
上
の
量
が

な
い
と
運
搬
経
費
が
か
さ
む
。

大
隅
地
域
は
２
回
だ
っ
た
の

で
、
５
回
に
増
や
す
よ
う
に

す
る
。

　問
　　
柳
迫
小
や
深
川
小
の

周
り
の
市
営
住
宅
は
、
空
家

も
な
く
困
っ
て
い
る
。
市
は

何
ら
か
の
対
策
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
深
川
は
　
戸
、
柳

１６

迫
は
６
戸
あ
る
が
、
一
団
地

５
戸
以
上
の
希
望
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
。

　問
　　
柳
迫
小
は
研
修
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
が
あ
る
の
で
、

と
り
あ
え
ず
２
戸
造
り
深
川

小
で
も
住
宅
確
保
を
目
指
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
市
単
独
事
業
で
は

財
政
が
厳
し
い
の
で
、
５
戸

以
上
の
希
望
が
あ
れ
ば
今
後
、

有
利
な
起
債

事
業
等
で
検

討
し
た
い
。

　問
　　
小
学

校
周
り
に
は
、

宅
地
分
譲
を

積
極
的
に
や

る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　市
長
　　
売

れ
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
ら
検

討
し
て
も
良

い
が
、
判
断

が
難
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

五位塚　剛　議員
市長／積み残しは繰り上げしたい

牛舎建設補助の
対象者はすべて対応を

２０頭規模で建設補助が出る簡易牛舎

寝
た
き
り
老
人
の

介
護
施
設
に
つ
い
て

住宅確保が望まれる柳迫小学校付近

農
村
部
の住

宅
確
保
を
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農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル

処
理
は
毎
月
回
収
を



　山
下
諭
議
員
　　
３
町
合
併

に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
曽
於

市
役
所
組
織
を
、
効
率
的
に

再
編
す
る
必
要
性
は
理
解
す

る
が
、
合
併
協
定
の
趣
旨
に

反
し
「
大
隅
支
所
及
び
財
部

支
所
の
課
（
室
）
の
統
廃
合

が
メ
イ
ン
」
と
の
答
申
を
受

け
、
直
ち
に
両
支
所
の
権
限

と
職
員
数
を
縮
小
し
、
末
吉

支
所
を
本
庁
方
式
に
す
る
こ

と
が
曽
於
市
の
均
衡
あ
る
発

展
に
な
る
の
か
。

　池
田
市
長
　　
行
政
改
革
委

員
会
の
答
申
を
尊
重
し
、　１０

月
　
日
に
曽
於
市
再
編
計
画

３１
を
決
定
し
た
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
は
招
か
な
い
よ
う

に
す
る
。

　問
　　
合
併
時
、
平
成
　
年
１７

７
月
１
日
時
に
は
末
吉
２
０

８
名
、
大
隅
１
３
７
名
、
財

部
１
２
０
名
、
計
４
６
５
名

の
職
員
が
計
画
最
終
年
の
　２７

年
　
年
後
に
は
末
吉
２
０
３

１０
名
（
対
　
年
２
％
減
）、
大
隅

１７

　
名
（
　
％
減
）、
財
部
　
名

７８

４３

３９

（
　
％
減
）、
計
３
２
０
名

６６
（
　
％
減
）と
す
る
計
画
で
あ

３１る
。
市
長
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス

ト
以
上
の
減
員
で
あ
る
。
こ

の
減
の
財
政
効
果
及
び
地
域

経
済
へ
及
ぼ
す
影
響
は
。

　市
長
　　
職
員
減
員
の
財
政

効
果
は
、　
年
間
で
約
　
億

１０

１２

　
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

７４地
域
経
済
へ
は
、
特
に
飲
食

業
に
は
あ
る
と
思
う
。
答
申

の
減
員
数
は
厳
し
い
行
政
改

革
委
員
の
姿
勢
と
み
て
い
る
。

　問
　　
市
民
と
直
接
に
接
し

て
行
な
う
健
康
指
導
や
福
祉

の
事
務
、
農
業
畜
産
の
技
術

指
導
職
員
、
市
道
の
管
理
を

す
る
職
員
は
支
所
中
心
に
配

置
し
、
本
庁
は
管
理
・
企
画

部
門
の
み
を
担
わ
せ
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　市
長
　　
徐
々
に
本
庁
、
末

吉
へ
業
務
を
集
約
す
る
が
、

窓
口
業
務
は
財
部
・
大
隅
も

残
る
。
職
員
数
が
少
な
く
な

る
た
め
や
む
を
得
な
い
。
組

織
は
、
５
年
目
の
　
年
に
は

２２

再
度
検
討
す
る
。

　問
　　
計
画
を
市
民
に
直
接

説
明
し
、
意
見
を
聞
い
て
実

施
に
移
す
べ
き
で
あ
る
。
組

織
再
編
は
財
部
・
大
隅
両
支

所
管
内
の
市
民
に
と
っ
て
は
、

合
併
後
の
一
番
関
心
の
あ
る

影
響
の
大
き
い
問
題
で
あ
る
。

　市
長
　　
市
民
へ
は
市
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知

し
、
市
政
説
明
会
で
も
説
明

す
る
。

　問
　　
旧
町
時
代
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
工
夫
を
こ
ら

し
、
伝
統
を
引
継
ぎ
実
施
し

て
き
た
行
事
が
あ
る
。
例
え

ば
財
部
で
は
、
町
民
体
育

祭
・
文
化
祭
・
生
涯
学
習
発

表
会
・
畜
産
品
評
会
、
小
学

生
体
験
学
習
等
同
種
の
行
事

は
一
本
化
さ
れ
て
い
る
が
、

参
加
で
き
に

く
い
と
の
声

を
聞
く
、
こ

の
地
域
行
事

は
守
る
べ
き

で
あ
る
。　１９

年
度
の
対
応

を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　市
長
　　
永

い
歴
史
と
伝

統
に
守
ら
れ

今
日
ま
で
立

派
に
存
続
さ

れ
て
い
る
祭

り
や
行
事
は
、

そ
の
地
域
に

と
っ
て
は
か

け
が
え
の
な

い
地
域
の
連

帯
を
保
つ
意
義
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
地
域
が
継

続
を
求
め
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
は
　
年
度
以
降
も
支

１９

援
を
続
け
て
い
く
。

　植
村
教
育
長
　　
来
年
以
降

も
市
民
祭
等
と
の
期
日
を
調

整
し
、
今
ま
で
ど
お
り
各
地

区
で
行
な
え
る
よ
う
に
す
る
。

大
隅
・
財
部
支
所
は

行
革
で
大
幅
縮
小

市
長
／
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
招
か
な
い
よ
う
に
す
る

山下　諭　議員

財部地区体育大会

地
域
の
伝
統
あ
る

行
事
に
は
支
援
を

曽於市議会だより　⑭

曽於市組織機構再編計画による職員定数配分計画

備　考総　数財　部大　隅本庁・末吉支所
年度

合併時実数　４６５人　１２０　１３７　２０８平成１７年度

現　況　４４９人　１１２　１２７　２１０平成１８年度

　４３９人　　９７　１２７　２１５平成１９年度

　４２０人　　８３　１２４　２１３平成２０年度

　４０４人　　７０　１１８　２１６平成２１年度

　３８６人　　５８　１１１　２１７平成２２年度

～

　３２０人　　３９　　７８　２０３平成２７年度

△１４５人△　８１△　５９△　５（１７年－２７年）
※「曽於市組織機構の再編計画の答申」より作成



　大
川
原
主
税
議
員
　　
市
有

財
産
の
売
却
を
含
め
た
活
用

を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　市
長
　　
未
利
用
の
土
地
が

市
内
に
　
箇
所
あ
り
、
利
用

２３

目
的
に
あ
っ
た
条
件
を
整
え

売
却
方
向
で
進
め
る
。

  

　問
　　
県
共
を
踏
ま
え
、
来

年
度
開
催
の
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
に
ど
う
臨
む
か
。

　市
長
　　
５
年
に
一
回
の
開

催
で
あ
り
、
曽
於
市
畜
産
振

興
協
議
会
の
特
別
事
業
と
し

て
農
協
と
も
予
算
を
含
め
進

め
て
い
く
。

　問
　　
防
疫
対
策
で
消
毒
等

に
使
用
す
る
動
力
噴
霧
機
の

助
成
は
で
き
な
い
か
。

　市
長
　　
ど
の
程
度
の
機
械

が
必
要
か
、
ど
れ
位
の
農
家

が
必
要
と
し
て
い
る
か
今
後

検
討
す
る
。

　問
　　
担
い
手
対
策
は
。

　市
長
　　
新
規
就
農
者
、
後

継
者
は
国
・
県
の
補
助
事
業
、

市
単
独
事
業
に
よ
り
支
援
す

る
。
曽
於
市
の
中
核
と
な
る

農
家
の
育
成
に
努
め
る
。

　問
　　
末
吉
高
校
生
物
生
産

科
に
対
す
る
評
価
と
、
支
援

策
は
。

　市
長
　　
曽
於
市
に
と
っ
て

農
業
を
振
興
す
る
上
で
、
後

継
者
を
育
成
す
る
た
め
に
大

事
な
科
だ
と
思
っ
て
い
る
。

援
助
に
つ
い
て
行
政
と
し
て

ど
の
よ
う
な
方
策
が
良
い
か

検
討
す
る
。

　問
　　
市
有
林
の
面
積
と
整

備
状
況
は
。

　市
長
　　
大
隅
支
所
が
３
５

３
・
　
　
、
財
部
支
所
が
４

８７
ha

１
２
・
　
　
、
末
吉
支
所
が

３５
ha

５
４
７
・
　
　
、
合
計
１
３

５８
ha

１
３
・
８
　
で
あ
る
。
市
有

ha

林
除
間
伐
計
画
を
立
て
、
除

間
伐
・
作
業
路
等
の
整
備
を

し
て
い
る
。

　問
　　
地
球
温
暖
化
防
止
の

観
点
か
ら
の
林
業
推
進
策
は
。

　市
長
　　
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
森
林
整
備
や
木
材
供
給
、

有
効
利
用
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
推
進
策
と

し
て
、
地
域
の
木
材
を
使
用

し
大
隅
の
道
路
標
識
案
内
、

財
部
の
駅
舎
を
整
備
す
る
。

　問
　　
緑
の
少
年
団
活
動
に

つ
い
て
の
認
識
と
評
価
は
。

　市
長
　　
大
事
な
活
動
で
あ

り
、
今
後
も
グ
ル
ー
プ
育
成

に
協
力
し
て
い
く
。

　問
　　
森
林
組
合
育
成
に
つ

い
て
は
建
設
経
済
委
員
会
で

も
議
論
に
な
り
、
森
林
所
有

者
の
高
齢
化
、
不
在
村
森
林

所
有
者
の
保
育
間
伐
の
実
施

等
、
組
合
に
対
す
る
期
待
は

大
き
い
。
一
本
化
を
含
め
ど

う
育
成
す
る

か
。

　市
長
　　
今
、

合
併
に
向
け

た
動
き
が
あ

る
と
聞
い
て

い
る
が
、
以

前
合
併
協
議

を
し
て
離
脱

し
た
ん
だ
か

ら
吸
収
合
併

で
い
く
べ
き

じ
ゃ
な
い
か

と
い
っ
た
厳

し
い
意
見
が

相
当
あ
っ
た

と
聞
い
て
い

る
。
し
か
し
、

そ
れ
ば
か
り

で
も
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
て
、

今
後
、
合
併
と
い
う
方
向
で

期
待
を
し
て
い
る
。
市
内
に

２
つ
の
組
合
よ
り
、
１
つ
の

方
向
で
林
業
振
興
を
し
て
い

く
こ
と
が
行
政
に
と
っ
て
も

良
い
こ
と
で
あ
る
。
機
会
が

あ
っ
た
ら
そ
の
方
向
で
進
め

て
頂
く
旨
を
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

大川原主税　議員
市長／条件を整えて売却する

市有財産の管理策は

財部町北校区牛引出し場

農
業
振
興
策
は

みどり感謝祭に参加した財部北緑の少年団
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林
業
振
興
策
は



　山
下
千
平
議
員
　　
生
産
戸

数
、
平
均
年
齢
、
面
積
を
各

町
ご
と
に
聞
き
た
い
。

　池
田
市
長
　　
平
成
　
年
度

１８

同
好
会
生
産
戸
数
は
、
３
０

８
名
、
平
均
年
齢
は
　
・
６

６８

歳
、
栽
培
面
積
　
　
、
末
吉

６３
ha

　
　
・
大
隅
３
　
・
財
部
４

５６
ha

ha

　
で
あ
る
。

ha　問
　　
大
隅
・
財
部
に
も
増

植
を
推
進
す
る
考
え
だ
と
言

わ
れ
る
が
、
末
吉
同
様
補
助

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　市
長
　　
以
前
は
補
助
を
し

て
推
進
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、

現
在
は
し
て
い
な
い
。
３
町

合
併
後
間
も
な
い
の
で
、
今

後
検
討
し
た
い
。

　問
　　
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
。

　市
長
　　
本
年
度
は
搾
汁
中

で
あ
る
が
、
昨
年
の
台
風
の

影
響
で
花
付
き
が
悪
く
４
５

０
ｔ
程
度
見
込
ん
で
い
る
。

平
成
　
年
以
前
に
植
付
け
た

１２

ほ
場
が
成
木
期
に
な
り
、
急

激
に
増
え
平
成
　
年
度
に
は

２０

１
千
ｔ
を
見
込
ん
で
い
る
。

　問
　　
後
継
者
対
策
は
。

　市
長
　　
年
を
と
っ
て
か
ら

植
え
ら
れ
た
方
が
多
い
の
で
、

全
体
的
な
農
業
後
継
者
と
し

て
考
え
て
い
き
た
い
。

　問
　　
薬
剤
散
布
機
械
等
の

補
助
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　市
長
　　
そ
ろ
そ
ろ
自
立
し

て
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り
、

同
好
会
で
対
応
し
て
欲
し
い
。

　問
　　
管
理
運
営
を
一
本
化

に
し
た
方
が
、
効
率
的
で
あ

る
と
委
員
会
報
告
が
な
さ
れ

た
が
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。

　市
長
　　
食
彩
セ
ン
タ
ー
は

加
工
す
る
と
こ
ろ
で
、
搾
汁

は
同
好
会
が
現
在
行
な
っ
て

お
り
、
新
し
い
施
設
が
で
き

て
も
指
定
管
理
者
制
度
の
方

向
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

事
務
作
業
等
も
同
好
会
が
し

て
も
ら
う
よ
う
考
え
て
お
り
、

良
く
話
し
合
っ
て
決
め
た
い
。

　問
　　
新
搾
汁
施
設
に
つ
い

て
。

　市
長
　　
今
後
、
処
理
量
と

皮
の
需
要
が
増
え
て
く
る
こ

と
か
ら
、
新
し
い
内
外
皮
分

離
機
械
の
導
入
を
含
め
機
能

的
な
施
設
の
整
備
を
予
定
し

て
い
る
。

　問
　　
建
設
場
所
予
定
地
は
。

　市
長
　　
建
設
場
所
は
ま
だ

検
討
中
で
あ
る
。

　問
　　
行
政
が
事
務
局
を

持
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
考

え
は
。

　市
長
　　
施
設
の
管
理
は
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

た
い
。
で
き
る
だ
け
早
め
に

独
立
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

望
ん
で
い
る
。

　問
　　
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　植
村
教
育
長
　　
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
は
、
平
成
　
年
１９

度
文
部
科
学
省
所
管
の
新
規

事
業
で
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
事
業
と
厚
生
労
働
省
所
管

の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
を
一
体
的
に
連
携
し
て
実

施
す
る
総
合
的
な
放
課
後
対

策
事
業
で
あ
る
。

　問
　　
す
べ
て
の
子
ど
も
が

対
象
と
の
事
業
で
、
大
変
良

い
事
業
な
の
で
取
り
組
み
を

期
待
し
て
い
る
が
実
施
は
い

つ
頃
か
。

　教
育
長
　　
ま
だ
説
明
会
が

開
催
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

開
催
後
希
望
者
を
募
り
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

ゆ
ず
振
興
対
策
は

市
長
／
施
設
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る

山下　千平　議員

ゆずの搾汁風景

末吉町諏訪の放課後児童教室

放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
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